
 

 

 この文章でなければ成り立たない話だった 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『積ん読の本』 
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IN塩山㊴ 

塩山図書館で展示しています。展示棚にない場合は予約ができます 

令和８年２月１日（日）17:15～開催報告 

第 3９回大会 
 

『雪の花』 
吉村 昭／著 新潮社 

 

『成瀬は都を駆け抜ける』 
宮島 未奈／著/著 新潮社 

テーマ:『 ありがとう』 

 

種痘を届け人々にありがと

うと感謝される医師となれ

るのか。種痘を雪の中届け

る旅の描写が一押しであ

り、権威主義への批判もポ

イントとのこと。 

積ん読に別の楽しみ

方があることに気づけ

たこの本に感謝、この

を紹介してくれた大学

の図書館に感謝など

色々なありがとうを伝

えてくれました。 

成瀬に出会えたこ

とで成瀬の気持ちで

色々と挑戦できてお

り、成瀬に感謝をし

ているということを

熱く語ってくれまし

た。 

『生きることの意味 ある少年のおいたち』 

高 史明／著 筑摩書房 
この本を読み、在

日や朝鮮について興

味を持ち、生き方に

大きく影響があった

そうです。人生を変

えた本として紹介し

てくれました。 



 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４０回大会のご案内 
詳細は４月以降に館内掲示･ホームページ等で 

お知らせします。 

 

★第 38 回大会のチャンプ本★ 

問い合わせ：甲州市立塩山図書館 TEL:0553-32-1505 

参加者のみなさんのからの感想です･･･ 

・それぞれの「ありがとう」が感じられる本でした。

みなさん本が好きなんだという事がつたわりまし

た。 

・自分の知らない本を紹介してもらえるのでとても

楽しいです。 

・若い方から年配の方まで幅広い方がバトラーとし

て参加して良かった。 

・バトラーとして本を紹介できてよかった。 

・皆さん様々なジャンルを選んでくれていてとても

面白かったです。 

ひと言カードより・・・ 

・本は好きですがもっぱら図書館が好きなの 

で家には本が積むほどないですが、このエ 

ッセイは本好きの方の本だと思うので読ん 

でみたいです。写真も好きです。 

・自分もつんどくしている本が多いので参考にしたい。 

・「積ん読」しています。罪悪感感じています。皆さんはどう感

じているのでしょうか。興味が湧きました。 

・一番興味がありました。仕事上、一度は手に取って読んでみた

いと思います。今は読んでいる時間がありませんが考えさせ

られる本だと思います。 

『積ん読の本』 

石井 千湖／著 主婦と生活社 

 


